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２
看
護
職
の
労
働
環
境
等
の
改
善
及
び
就
業
促
進
に
よ
る

人
々
の
健
康
及
び
福
祉
の
増
進
に
関
す
る
事
業

１．労働環境等の改善のための事業
 １）ナースセンター事業

⑴ 就業促進事業

⑵ 離職防止対策事業

⑶ 「看護の心」普及啓発
⑷ 潜在看護職員の復職支援事業

２．災害時の看護支援活動
１）災害支援ナースの育成

２）災害支援ナースの登録ネットワークシステムの構築
３）災害看護対策委員会

４）県行政との連携

３．政策への参加

① ナースバンク事業、ナースセンター便り（年 4 回）
② 多様な勤務形態導入研修事業

WLB 推進ワークショップの実施
・8/10（水）8/11（木）H.24.1/12（木）
①ナース相談窓口
②リフレッシュ研修（新卒者・中堅看護職員各 1 日）
① 1 日看護体験
①潜在看護職員登録システムの充実と職場復帰支援
②再就業希望看護職員に対する臨床実務研修（10 日間）
③看護職員離職者実態調査

①災害医療と看護～基礎編～（衛星放送受信）
②災害看護Ⅱ

年 6 回（災害マニュアルの作成 等）
・日本看護協会との合同防災訓練

① 行政機関の委員および協議会等の参画
② 行政への要望・意見交換

３　

看
護
に
係
る
調
査
及
び
研
究
並
び
に
看
護
業
務 

及
び

看
護
制
度
の
改
善
等
に
関
す
る
事
業

1． 保健師の連携強化・ネットワークの構築
 １）保健師職能委員会

 ２）保健師の人材育成

２．助産師外来・院内助産院の普及と質向上の推進
 １）助産師職能委員会

 ２）助産師に人材育成

３．看護専門職としての能力開発
１）看護師職能委員会

４．医療安全の推進
１）医療安全管理者研修修了者の支援・連携
２）医療安全に関する相談対応・情報提供

３）医療安全対策委員会

・年 6 回
・職能集会　平成 23 年 9 月 3 日（土）
　テーマ：「対応困難と感じた方への対応について」
・「保健師職能委員会だより」発行（年 3 回）
・「保健指導ミーティング事業」の取り組み

・年 6 回
・職能集会　平成 23 年 9 月 3 日（土）
　テーマ：「グリーフケア」
・小学校・中学校への出前教室
・研修会の実施

・年 6 回
・職能集会　平成 23 年 9 月 3 日（土）
　テーマ：「病院から地域へつなぐ看護を考える」
・ 黒潮に「やさしい倫理だより」の掲載
・ 准看護師への進学支援
・ 専門看護師・認定看護師交流会への支援

・ 和歌山県リスクマネジャー交流会・研修会
①「医療安全ねっとわーく」を「黒潮」に掲載
② HP に情報提供
③看護職賠償責任保険の普及
・年 8 回開催

４ 

地
域
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
の

推
進
に
関
す
る
事
業

１．「まちの保健室」事業

２．看護週間事業

３．訪問看護推進事業

① まちの保健室
② 一日まちの保健室
③ 老人看護月間行事

① ふれあい看護体験事業

① 訪問看護推進協議会開催
② 相互研修（医療機関で働く看護師・3 日間）
③ 訪問看護管理者研修（3 日間）

事業項目 事 業 内 容
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５　

日
本
看
護
協
会
と
の
協
力

及
び
連
携
に
関
す
る
事
業

１．日本看護協会との連携
１）日本看護協会主催の会議

２）日本看護協会との協働事業

① 通常総会・全国職能別交流集会
② 理事会
③ 法人会員会
④ 地区別法人会員会・都道府県職能委員長会
⑤ 各担当者会議

・ 保健師の活動推進と政策提言事業

６　

そ
の
他
本
会
の
目
的
達
成
の
た
め
に
必
要
な
事
業

１．組織強化に関する事項
１）会員数の増加・拡大

２）地区支部との連携及び支援

３）三職能合同研修会

４) 会員サービスの充実

５）新看護研修センター建設に関する検討

２．円滑な組織運営
１）諸会議の開催

２）新公益法人移行への体制作り

３）広報

４）事務局運営体制強化及び充実

３．関係団体共同事業参加

①入会案内等のパンフレット作成
②ホームページの充実
③新入会員オリエンテーション
④「保健師職能だより」発行（年 3 回）

①施設会員代表者会議　年 2 回
　・合同研修会 1 回
　・地区支部単位 1 回

平成 23 年 9 月 3 日（土）
テーマ　「乳がん看護：不安な気持ちを支えたい」

① ホームページ等での情報提供
② 会員からの問い合わせ・相談対応
③ 看護職員賠償責任保険の普及
④ 会員の福利厚生（表彰、慶弔見舞、災害見舞等）

① 建設に関する具体的検討と情報の提供
② 看護研修センター建設推進委員会

① 総会　H.23.6.11（県立医科大学講堂）
② 常務理事会  （年 6 回）
③ 理事会   （年 6 回）
④ 理事・各委員長合同会議 （年 2 回）
⑤ 代議員会  （年 1 回）
⑥ 監査   （年 2 回）
⑦各委員会
・職能委員（委員長）会、常任委員会、特別委員会

① 定款、細則等諸規定の見直し及び改訂等
② 公益法人の申請

① 和歌山県看護協会会報「黒潮」の発行
② ホームページの充実

① 関係機関の委員および協議会への参画
② 後援・協賛依頼への協力
③ 看護職員の派遣

事業項目 事 業 内 容
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1. 教育理念
和歌山県看護協会は、看護専門職としての倫理を遵守し、多様化する社会ニーズに対応できる質の高い看

護を提供するために、豊かな人間性を持ち自律した看護職の育成を支援する。

2. 教育目的
　看護職としての倫理に則った上で、専門職としての資質を高め、社会のニーズに適切に対応できる。

3. 教育目標
１）看護専門職としての感性を養い、自己啓発の動機づけができる。
２）看護の知識・技術を深め、看護実践が展開できる能力を養う。
３）組織活動を理解し、リーダシップ・メンバーシップが発揮できる能力を養う。
４）看護専門職として、保健・医療・福祉のニーズに対応できる能力を養う。
５）看護専門職者としての倫理観を理解し、職務が行える能力を養う。
６）看護管理者として必要な知識・技術・人間性を身につけ、人材育成能力・問題解決能力を高める。
７）看護職者を育成するための能力開発を支援する。
８）訪問看護におけるスキルアップを図る。
９）看護職員の確保定着を図る。
10）看護研究のレベルアップを支援する。

4. 継続教育の目標及びプログラムの枠組み
日本看護協会作成を参考とする。

平成 23 年度　教育理念・教育目的・教育目標

平成 23年度　看護協会教育計画
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1
看護専門職としての感性を養い、自己啓発の
動機づけができる。

A

2
看護の知識・技術を深め、看護実践が展開でき
る能力を養う。

B

3
組織活動を理解し、リーダシップ・メンバーシッ
プが発揮できる能力を養う。

a)
専門職者として広く一般的な知識を得るための教
育

4
看護専門職として、保健・医療・福祉のニーズ
に対応できる能力を養う。

ｂ）
専門領域において役割を担い、能力拡大を目指
す教育

5
看護専門職者としての倫理観を理解し、職務が
行える能力を養う。

ｃ） 看護職者の健康管理をするための教育

7
看護職者を育成するための能力開発を支援す
る。

E

8 訪問看護におけるスキルアップを図る。 F

9 看護職員の確保定着を図る。 G

10 看護研究のレベルアップを支援する。 H 看護研究学会

教育目標 研修の枠組み

新人教育

看護実践能力開発に関する教育

看護管理者として必要な知識・技術・人間性を
身につけ、人材育成能力・問題解決能力を高
める。

6

教育担当者の教育

訪問看護職員教育

看護職員確保定着推進に関する教育

平成23年度　和歌山県看護協会
教育目標および研修の枠組み

D 認定看護管理者教育

C 管理者教育

教育目標および研修の枠組み
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平
成
２
３
年
度

継
続

教
育

の
目

標
お

よ
び

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
枠

組
み

レ
ベ

ル
Ⅰ

～
Ⅳ

は
、
臨

床
看

護
実

践
能

力
の
習

得
段

階
を
示

し
、
専

門
看

護
領

域
と
看

護
管

理
領

域
へ

と
す

す
め
る
。
臨

床
実

践
能

力
の
育

成
を
土

台
に
、
個

々
の
看

護
師

が
将

来
目

標
の
設

定
が

で
き
る
教

育
計

画
を
考

え
て
い
る
。
レ
ベ

ル
の
設

定
は
、
パ
ト
リ
シ
ア
・
ベ

ナ
ー

の
理

論
を
基

本
に
し
て

い
る
。

到
達

目
標

1
.①

専
門

看
護

師
と
し
て
役
割

モ
デ

ル
と
な
り
、
専

門
性

を
発

揮
で
き
る
。

　
②
創

造
的

な
看

護
実

践
を
展

開
で
き
る
。

2
.単

位
に
お

け
る
課
題

を
明

確
に
し
、
目

標
を
示

し
な
が
ら
管

理
行

動
が
と
れ
る
。

3
.単

位
に
お

け
る
教
育

的
役

割
が
と
れ
る
。

4
.管

理
お

よ
び
専

門
看

護
分

野
に
お

け
る
研

究
開

発
を
行

い
、
変

革
の
推

進
者

と
な
れ
る
。

1
.専

門
領

域
に
お

け
る
看
護

実
践

の
役

割
モ
デ

ル
と
な
れ
る
(プ

ラ
イ
マ
リ
ー

ナ
ー

ス
、
担

当
看

護
師

と
し
て
役

割
モ
デ

ル
と
な
る
)。

2
.医

療
チ
ー
ム
内

で
の
リ
ー
ダ
シ
ッ
プ
を
発

揮
で
き
る
。

3
.後

輩
お

よ
び
看

護
学

生
に
対

し
て
指

導
的

に
関

わ
れ
る
。

4
.看

護
研

究
・
研

修
を
通

し
て
看

護
実

践
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

1
.看

護
過

程
を
ふ

ま
え
た
個
別

的
ケ
ア
が
実

践
で
き
る
。

2
.看

護
師

(チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

・
担

当
看

護
師

)の
役

割
と
責

任
を
果

た
す

こ
と
が
で
き
る
。

3
．
院
内

研
修

の
学

び
を
看

護
実

践
の
場

に
生

か
す

こ
と
が
で
き
る
。

4
.課

題
に
研

究
的

に
取

り
組
み

、
看

護
実

践
を
振

り
返

る
こ
と
が
で
き
る
。

1
.日

常
生

活
援

助
の
た
め
の
基
本

的
知

識
、
技

術
、
態

度
を
身

に
つ

け
ベ

ッ
ド
サ
イ
ド
ケ
ア
が
安

全
確

実
に
実

践
で
き
る
。

2
.看

護
師

(チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー

・
副

担
当

看
護

師
)の

役
割

と
責

任
を
果

た
す

こ
と
が
で
き
る
。

3
.院

内
研

修
、
看
護

実
践

を
通

し
て
、
看

護
の
知

識
を
深

め
ら
れ
る
。

4
.研

究
活

動
に
参

加
す

る
。

参
考

：
看

護
管

理
学

習
テ
キ
ス
ト
4
(日

本
看

護
協

会
出

版
会

)

Ⅳ Ⅲ Ⅱ Ⅰ

　 　 　 　 　 　 　 　 参 　 　 　 考

Ⅳ Ⅲ Ⅱ Ⅰ

受
講

者
の
看

護
実

践
能

力
に
応

じ
た
学

習
段

階
設

定
(日

本
看

護
協

会
平

成
2
1
年

度
教

育
計

画
よ
り
抜

粋
)

論
理

的
か
つ

実
践

的
知

識
を
統

合
し
、
卓

越
し
た
看

護
を
実

践
し
、
所

属
を
超

え
て
リ
ー

ダ
シ
ッ
プ
を
発

揮
で
き
る
。
自

己
の
学

習
活

動
は
も
と
よ
り
組

織
的

な
教

育
・
研

究
活

動
を
主

体
的

に
実

践
で
き
る
。

高
度

な
看

護
活

動
を
実

践
で
き
、
か
つ

他
者

に
モ
デ

ル
を
示

す
こ
と
が
で
き
る
。
自

己
の
学

習
活

動
に
積

極
的

に
取

り
組

む
の
み

な
ら
ず
、
指

導
的

役
割

を
発

揮
で
き
る
。

看
護

実
践

の
場

面
に
お

い
て
単
独

で
看

護
を
安

全
に
実

践
で
き
る
。
チ
ー

ム
リ
ー

ダ
ー

的
役

割
や

責
務

を
認

識
し
遂

行
で
き
る
。
自

己
の
学

習
課

題
に
向

け
た
学

習
活

動
を
展

開
で
き
る
。

指
導

や
教

育
の
も
と
で
、
基

本
的

な
看

護
を
安

全
に
実

践
で
き
る
。
指

導
を
受

け
る
こ
と
に
よ
り
自

己
の
学

習
課

題
を
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

レ
ベ
ル

Ⅰ

レ
ベ
ル

Ⅱ

レ
ベ
ル

Ⅲ

臨
床
看
護
実

践
能

力
レ
ベ
ル

Ⅳ

・
セ
カ
ン
ド
レ
ベ
ル

・
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
ベ
ル 看

護
管

理
領

域

専
門

看
護

領
域

・
サ

ー
ド
レ
ベ
ル

・
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

継
続

教
育

の
目

標
お

よ
び

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

枠
組

み
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教　育　計　画

※レベルは企画の想定です。提示レベル以外の方も受講できます。【継続教育の目標およびプログラムの枠組み】をご参照ください。

A.  新人教育
目標
看護専門職としての感性を養い、自己啓発の動機づけができる。

11-06 ～ 11-10 と
11-12 に関する
注意

* 注新人対象
目的
平成 22 年 4 月から（平成 21 年 7 月 9 日通常国会で可決成立）の保健師助産師看護師法および人確法による「新人看護職の卒後
研修の努力義務化」を受け、病院等において新人看護職員が基本的な臨床実践能力を獲得するための研修を実施することにより、
看護の質向上及び早期離職防止を図る。

対象
新人看護職員。（内容は「新人」対応としているが、卒後 1 年・2 年等の受講を阻むものではない。）

申込
申込用紙（様式 1）を使用し、経験年数の記載方法にご注意の上、お申込ください。記入漏れは受け付けられませんので、ご了承
下さい。

番号 研修会名 期間 / 定員 開催場所 開催期日 募集期間 ねらい 内容 講師名 受講料 レベル

1 1 -
06

《新人》
与薬と注射の知識を
深めよう
※どちらかの日程を
選択してください。

1 日
80 名

田辺
ビッグ U

（研修室1）

5 月 14 日（土）
10:00 ～ 16:00

4/1（金）～
4/15（金）

薬剤の基礎知識を知
り、安全な取り扱い方
を学ぶ。

・危険な薬剤の種類
・薬剤の安全な取り扱い方
・麻薬・劇薬における看護職

の法と倫理に基づく役割
・皮下注射・筋肉注射・静

脈注射のポイント

水田真由美
和歌山県立医科
大学保健看護学
部准教授

会員
もしくは
会員登録
申請中の

もの
各 3,000 円

非会員
各 10,000 円

Ⅰ

1 1 -
07

1 日
100 名

看護研修
センター

5 月 28 日（土）
10:00 ～ 16:00 Ⅰ

1 1 -
08

《新人》
感染防止のいろは

1 日
100 名

看護研修
センター

5 月 23 日（月）
10:00 ～ 16:00

感染予防に対する基礎
的な知識を学び、感染
の重要性について認識
する日々の看護ケアと
感染の関連を理解し、
実践につなげる。

・スタンダードプリコーショ
ン

・感染経路別対策
・職業感染予防
・防護用具の使用方法

稲崎　妙子
日本赤十字社
和歌山医療セン
ター
感染管理認定看
護師

Ⅰ

1 1 -
09

《新人》
演習を通して、看護
技術を習得しよう

1 日
60 名

看護研修
センター

6 月 29 日（水）
10:00 ～ 16:00

新人看護職者が安心・
安全な看護技術業務を
提供できるように、ま
た、新人看護職者が円
滑に職場適応できるよ
うに、現場で侵襲性の
高い技術を再学習す
る。

《予定》
・静脈注射
・留置針挿入
・バルンカテーテルを用い

た導尿
・経管栄養法

教育委員会 Ⅰ

1 1 -
10

《新人》
新人看護師のための
リスクマネジメント
～事故と自己を知
り、リスク感性を磨
く～

1 日
100 名

看護研修
センター

7 月 28 日（木）
10:00 ～ 16:00

5/2（月）～
5/16（月）

医療現場で何が起きて
いるか ? 新人が遭遇
しやすいエラーを知
り、事故と自己を結び
つけることで、医療現
場におけるリスクを察
知する感性を磨く。

・リスクマネジメントとは
・新人看護師が遭遇しやす

いエラー
・エラーの対処方法
・ 危 険 予 知 ト レ ー ニ ン グ
（KYT）

細川香代子
セコム医療シス
テム（株）
運営監理部

Ⅰ

1 1 -
12

《新人》
新人のための看護倫
理

1 日
100 名

看護研修
センター

9 月 20 日（火）
10:00 ～ 16:00

7/1（金）～
7/15（金）

看護者として必要不
可欠な倫理的視点で、
日々の看護実践を判断
できる能力の基礎を学
ぶ。

・看護者の責務
・倫理綱領の理解
・看護場面における倫理的

判断
・倫理的諸問題への対応

辻　幸代
関西医療大学保
健看護学部保健
看 護 学 科 学 科
長・教授

Ⅰ

B. 看護実践能力開発に関する教育
目標
○看護の知識・技術を深め、看護実践が展開できる能力を養う。
○組織活動を理解し、リーダシップ・メンバーシップが発揮できる能力を養う。
○看護専門職として、保健・医療・福祉のニーズに対応できる能力を養う。
○看護専門職者としての倫理観を理解し、職務が行える能力を養う。
番号 研修会名 期間 / 定員 開催場所 開催期日 募集期間 ねらい 内容 講師名 受講料 レベル

1 1 -
11

今求められるリーダ
シップ～あなたが
チームの活性剤です
～

1 日
100 名

看護研修
センター

5 月 20 日（金）
10:00 ～ 16:00

3/1（火）～
3/15（火）

チームメンバーが相互
に良い影響を出し合え
るような関わりができ
るためのリーダシップ
について学ぶ。

・リーダシップとは
・効果的なリーダシップを

発揮するには
・リーダが中心となった職

場（チーム）の問題解決
の仕方

角谷知恵美
橋本市民病院看
護部長認定看護
管理者

会員
3,000 円

Ⅱ～Ⅲ
非会員

10,000 円

1 1 -
205

《衛星通信》
臨床に役立つフィジ
カルアセスメントの
基礎～明日の看護に
自信をつける ! ～

2 日
100 名

看護研修
センター

7 月 7 日（木）        
7 月 8 日（金）
9:30 ～ 16:30

5/2（月）～
5/16（月）

日本看護協会主催の衛星通信研修です。詳細は日本看護協会教育計画
をご参照ください。

会員
7,000 円

Ⅰ～Ⅱ
非会員

10,000 円

1 1 -
14 看護研究 3 日

50 名

田辺
ビッグ U

（研修室1）

8 月 17 日（水）

～

8 月 19 日（金）
10:00 ～ 16:00

6/1（水）～
6/15（水）

基礎からの研究計画書
作成までのプロセスが
理解できる。

・文献検索
・研究計画書とは
・クリティークに必要な知

識とその実際

佐藤　政枝
首都大学東京准
教授

会員
20,000 円

Ⅱ～Ⅳ
非会員

50,000 円※『川口孝泰著 : 看護研究ガイドマップ、医学書院』をご持参下さい。
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番号 研修会名 期間 / 定員 開催場所 開催期日 募集期間 ねらい 内容 講師名 受講料 レベル

1 1 -
15

人工呼吸器装着患者
の看護を学ぼう

1 日
100 名

プラザ
ホープ
4 階

8 月 23 日（火）
10:00 ～ 16:00

6/1（水）～
6/15（水）

人工呼吸器管理に必要
な知識と患者のアセス
メントから介入の方法
を学ぶ。

・人工呼吸器に必要な知識
・人工呼吸器の基本モード
・アラーム対処法
・人工呼吸器装着患者の看

護（症例紹介）

川島　孝太
りんくう総合医
療 セ ン タ ー 市
立 泉 佐 野 病 院                 
集中ケア認定看
護師

会員
3,000 円

非会員
10,000 円

Ⅱ～Ⅳ

1 1 -
16 がん化学療法 1 日

100 名

プラザ
ホープ
4 階

9 月 12 日（月）
10:00 ～ 16:00

7/1（金）～
7/15（金）

がん化学療法の基礎知
識を理解し、看護実践
に活かす。抗がん剤に
ついての知識を深め
る。最新の化学療法に
ついて学ぶ。

・がん化学療法について
・抗がん剤の安全な取り扱

い
・抗がん剤の安全・確実・

安楽な投与管理
・抗がん剤の副作用の対策

とセルフケア支援

米本加奈子
橋本市民病院が
ん化学療法看護
認定看護師

会員
3,000 円

非会員
10,000 円

Ⅱ～Ⅲ

1 1 -
17

指導者が知っておき
たい、新人が起こし
やすい医療事故とそ
の防止

1 日
100 名

看護研修
センター

9 月 14 日（水）
10:00 ～ 16:00

7/1（金）～
7/15（金）

新人看護師に特有の医
療事故を理解し、事故
を起こさないために意
義付けができる。

・新人の起こしたインシデ
ント

・アクシデントの事例とア
セスメント

・医療事故はどうすれば防
げるか

細川香代子
セコム医療シス
テム（株）運営
監理部

会員
3,000 円

非会員
10,000 円

Ⅱ～Ⅳ

1 1 -
18

口から食べる喜びと
患者さんの笑顔を取
り戻そう ! ～摂食嚥
下障害看護～

1 日
100 名

看護研修
センター

9 月 21 日（水）
10:00 ～ 16:00

7/1（金）～
7/15（金）

摂食・嚥下リハビリ
テーションの知識を理
解し、実践スキルを習
得する。

・摂食嚥下障害の看護
・摂食嚥下障害のフィジカ

ルアセスメントとケア
・直接・間接訓練
・口腔ケア

浅田　美江
愛知県看護協会
認定看護師教育
課程（摂食・嚥
下障害看護）主
任教員

会員
3,000 円

非会員
10,000 円

Ⅰ～Ⅲ

橋本眞由美
和歌山労災病院
摂食・嚥下障害
看護認定看護師

1 1 -
19

現場で活かせる最新
褥創ケア～予防的・
治療的スキンケア～

※どちらかの日程を
選択してください。

1 日
100 名

看護研修
センター

10 月 13 日（木）
10:00 ～ 16:00

8/1（月）～
8/17（水）

褥創管理を実践する上
で必要な最新の知識・
技術を習得する。

・最前線の褥創管理
・褥創を作らないためのケ

アのポイント
・創傷治癒のメカニズム
・褥創経過評価
・褥創ケア
・効果的な薬剤・被覆剤の

使い方
・耐圧分散マトレスの使用

基準
・栄養管理
・患者と家族への指導

西浦　一江
日本赤十字社和
歌 山 医 療 セ ン
ター皮膚排泄ケ
ア認定看護師 会員

3,000 円

非会員
10,000 円

Ⅰ～Ⅲ

1 1 -
20

1 日
100 名 田辺 10 月 27 日（木）

10:00 ～ 16:00

小谷　桂子
社会保険紀南病
院皮膚排泄ケア
認定看護師

1 1 -
218

《衛星通信》
災害医療と看護～基
礎編～

2 日
100 名

看護研修
センター

10 月 14 日（金）
10 月 15 日（土）

9:30 ～ 16:30

8/1（月）～
8/17（水）

日本看護協会主催の衛星通信研修です。詳細は日本看護協会教育計画
をご参照ください。

会員
7,000 円

非会員
10,000 円

Ⅰ～Ⅲ

1 1 -
21

急性期と重症患者の
呼吸管理を学ぼう

1 日
100 名

プラザ
ホープ
4 階

10 月 24 日（月）
10:00 ～ 16:00

8/1（月）～
8/17（水）

呼吸不全に対する基本
を学び、患者の状態・
アセスメントができる
ようになる。

・呼吸メカニズム
・フィジカルアセスメント
・呼吸ケア
・救急処置

井上　潤
独立行政法人国
立病院機構南和
歌 山 医 療 セ ン
ター救急・重症
患者看護専門看
護師

会員
3,000 円

非会員
10,000 円

Ⅰ～Ⅱ

1 1 -
225

《衛星通信》
生活をつなぐ退院支
援～基本的考え方と
地域ネットワークの
充実に向けて～

1.5 日
100 名

看護研修
センター

11 月 11 日（金）
9:30 ～ 16:30

11 月 12 日（土）
9:30 ～ 12:30

（予定）

9/1（木）～
9/15（木）

日本看護協会主催の衛星通信研修です。詳細は日本看護協会教育計画
をご参照ください。

会員
6,000 円

非会員
9,000 円

Ⅱ～Ⅳ

1 1 -
22

災害看護Ⅱ
※受講条件今年度の

《衛星通信》
もしくは昨年度まで
の災害看護Ⅰを受講
しているもので、経
験年数 5 年以上の
もの
※修了者には修了証
を発行する。

2 日
60 名

看護研修
センター

11 月 14 日（月）
11 月 15 日（火）
10:00 ～ 16:00

9/1（木）～
9/15（木）

災害看護の特殊性を理
解するとともに、専門
知識・技術を習得し、
被災者及び被災地域の
ために、災害支援ナー
スとして活動できる実
践能力を習得する、ま
た、災害支援ナースと
して参加する上での自
己完結型災害看護支援
の心構えと行動、必要
な準備について習得す
る。

・災害支援ナースの看護活
動

・避難所の管理及び実際（机
上シミュレーションを含
む）

・被災地における協働のあ
り方（事例検討を含む）・
こころのケア（ロールプ
レイを含む）

黒田　裕子
NPO 法人阪神
高齢者障害者支
援ネットワーク
理事長
船入公孝
鈴鹿市役所職員

（ボランティア
参加）
澤田大輔
鈴鹿市生活安全部
防災安全課防災グ
ループ副主幹

会員
10,000 円

非会員
30,000 円

Ⅱ～
Ⅳ・管

理

1 1 -
23 緩和ケア 1 日

100 名

プラザ
ホープ
4 階

11 月 16 日（水）
10:00 ～ 16:00

9/1（木）～
9/15（木）

がん患者に対する自己
のかかわりを振り返
り、がん看護について
の知識・技術を深める。
がん患者の精神的苦痛
を見極め、患者の状況
を把握する。事例を通
して学ぶ。

・がん患者の特性とがんが
心に与える影響

・がん患者の QOL
・精神状態のアセスメント
・事例で学ぶがん看護
・がん看護における看護師

の役割

中野　宜美
公立那賀病院緩
和ケア認定看護
師

会員
3,000 円

非会員
10,000 円

Ⅰ～Ⅲ

1 1 -
24

看護ケアと感染防止
～感染対策リンク
ナースとは～

1 日
100 名 田辺 12 月 7 日（水）

10:00 ～ 16:00
10/3（月）～
10/17（月）

院内感染防止対策リン
クナースとしての役割
を理解し、医療関連感
染サーベイランスの必
要性と手法を学び、施
設内で行うサーベイラ
ンスにおいて役割を発
揮できる。

・医療関連サーベイランス
とは

・サーベイランスの目的・
手法・分析方法とは

・最新感染症情報および対
策

神保　昌世
橋本市民病院感
染管理認定看護
師

会員
3,000 円

非会員
10,000 円

Ⅱ～Ⅳ
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番号 研修会名 期間 / 定員 開催場所 開催期日 募集期間 ねらい 内容 講師名 受講料 レベル

1 1 -
25 エンゼルケア 1 日

100 名

プラザ
ホープ
4 階

12 月 12 日（月）
10:00 ～ 16:00

10/3（月）～
10/17（月）

病院で死を迎えた人が
その人らしく退院でき
るように、死によって
生じる外観の変化をで
きるだけ目立たないよ
うに整えるために、根
拠を踏まえたエンゼル
ケアを含む臨終時の看
護師の役割について学
ぶ。

・エンゼルケアの見直しの
必要性

・家族への関わり方
・エンゼルケアの実際

波　まり子
榛原綜合病院前
副看護部長現看
護支援室長

会員
3,000 円

非会員
10,000 円

Ⅰ～Ⅲ

1 1 -
26

目指せ認知症看護の
達人

1 日
100 名

看護研修
センター

平成 24 年
1 月 26 日（木）
10:00 ～ 16:00

11/1（火）～
11/15（火）

認知症患者を理解し、
認知症患者が安心して
尊厳ある生活ができる
ような看護実践能力を
養う。

・認知症の基本的な知識に
ついて（病態・症状・治療）

・主な症状に対する看護の
ポイント

・認知症患者とのコミュニ
ケーションについて

六角　僚子
特定非営利活動
法人認知症ケア
研究所代表理事

会員
3,000 円

非会員
10,000 円

Ⅰ～Ⅳ

1 1 -
27

《フットケア実務者
養成研修》
糖尿病の重症化予防

（フットケア）に係
る研修会

詳細は別紙募集要項でご確認ください。※受講対象・申込書式等各種諸条件がございますので、必ず別紙参照の上、お申込ください。 養成

1 1 -
28

和歌山県リスクマネ
ジャー交流会・フォ
ローアップ研修会

1 日
50 名 未定 未定 未定

医療安全対策の充実を図るため、看護協会医療安全
管理者養成研修会修了者および衛星通信医療安全管
理者養成研修会修了者の相互支援および個々の実践
能力を高める。

未定

会員
3,000 円

非会員
10,000 円

Ⅱ～Ⅳ

1 1 -
29

医療安全管理者養成
研修公開講座①

（第 2 回）

1 日
50 名

看護研修
センター

8 月 2 日（火）
9:30 ～ 16:30

6/1（水）～
6/15（水） 研修番号 11-32 の第 2 回参照

木村　眞子
和歌山県立医科
大学附属病院副
院長・看護部長

会員
5,000 円

非会員
16,000 円

Ⅱ～Ⅳ

1 1 -
30

医療安全管理者養成
研修公開講座②

（第 4 回・第 5 回）
《受講条件に注意》

1 日
50 名

看護研修
センター

10 月 18 日（火）
10 月 19 日（水）

9:30 ～ 16:30

8/1（月）～
8/17（水）

研修番号 11-32 の第 4 回と第 5 回参照受講対象者 :
以前に【医療安全管理者養成研修会】を修了したも
の

楠本　茂雅
ベルランド総合
病院医療安全管
理室室長

会員
10,000 円

非会員
30,000 円

Ⅲ～Ⅳ

1 1 -
31

医療安全管理者養成
研修公開講 ③

（第 7 回）

半日
（3 時間）
50 名

看護研修
センター

12 月 22 日（木）
9:30 ～ 12:30

10/3（月）～
10/17（月） 研修番号 11-32 の第 7 回参照

長尾　能雅
京都大学医学部
附属病院医療安
全管理室室長

会員
3,000 円

非会員
10,000 円

Ⅲ～Ⅳ

番号 :11-32 医療安全管理者養成研修

目的 組織内における医療安全管理者としての必要な基本的知識・技術を身につけることができる。

ねらい 医療現場における安全管理を効果的に行い、医療の質を保証することができる医療安全管理者を養成する。

対象 看護職の経験が 5 年以上で、管理者もしくは安全管理のリーダシップが取れる方

募集
期間 5 月 2 日（月）～ 5 月 16 日（月）

受講料 会員 30,000 円非会員 60,000 円

予定
会場 看護研修センター

募集
定員 50 名

その他 全 7 回もしくは 40 時間以上を修了した方には修了証を発行いたします。

プログラム
回 日程 内容 講師

1 7 月 11 日（月）
9:30 ～ 16:30

医療安全対策の動向 ･ 看護職の責任と倫理・賠償責任保険
看護師の倫理規定 / 看護業務基準 / 日本看護協会の取り組み 平林　明美

（株）日本看護協会出版会損害保険部　看護職賠償責任保険
サービス推進室室長

医療組織におけるリスクマネジメント体制
リスクマネジメント組織体制 / 事故発生時の組織内の対応 / 外的対応・マスコミ
対応 / 当事者へのサポート

2

8 月 2 日（火）
9:30 ～ 16:30

公開講座①

医療におけるリスクマネジメントとリスクマネジャーの役割
歴史的経緯 / 医療におけるリスクマネジメントの基本的な考え方 / リスクマネ
ジャーの役割

木村　眞子
和歌山県立医科大学附属病院副院長・看護部長

医療安全に向けた職員への教育研修の実際安全な組織づくり

3 9 月 13 日（火）
9:30 ～ 16:30

医療安全管理と関連法規 ･ 医療訴訟の動向医療事故と医療訴訟 ･ 判例の実態 ･ 法
的責任 稲葉　一人

中京大学法科大学院教授
医療者が知るべき法律 ･ 過失を犯さないために・情報と記録

4
10 月 18 日（火）

9:30 ～ 16:30

公開講座②

ヒューマンファクターと安全文化インシデントの事故事例の分析 楠本　茂雅
ベルランド総合病院医療安全管理室室長

5 10 月 19 日（水）
9:30 ～ 16:30

分析モデルの概説 / 医療事故の要因と対策モデルによる分析例 楠本　茂雅
ベルランド総合病院医療安全管理室室長
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回 日程 内容 講師

6 11 月 4 日（金）
9:30 ～ 16:30 危険予知訓練（KYT の概説）KYT の演習 戸田　由美子

三思会東名厚木病院医療安全管理室室長

7

12 月 22 日（木）
9:30 ～ 12:30

公開講座③

医療事故発生時の対応（患者 ･ 家族への対応）
医療安全と患者参加
コミュニケーションスキル
患者 / 家族 / 医療者間とのコミュニケーション

長尾　能雅
京都大学医学部附属病院医療安全管理室室長

13:30 ～ 16:30 リスクマネジャーの役割とは（グループワーク） 医療安全対策委員会

C. 管理者教育
目標
看護管理者として必要な知識・技術・人間性を身につけ、人材育成能力・問題解決能力を高める。
番号 研修会名 期間 / 定員 開催場所 開催期日 募集期間 ねらい 内容 講師名 受講料 レベル

1 1 -
33

ベテラン看護師への
キャリアカウンセリ
ング

1 日
100 名

プラザ
ホープ
4 階

10 月 15 日（土）
10:00 ～ 16:00

8/1（月）～
8/17（水）

中堅・ベテラン看護師
へのキャリア支援の現
状・やる気を引き出す
ための看護管理者の役
割と取り組みなどを学
ぶ。人材育成に必要な
ソーシャルスキルを学
ぶ。

・職業生活とキャリアデザ
イン

・役割期待へのやりがいと
負担感

・役割ストレスと対処法
・やる気を育てるソーシャ

ルスキル

松浦　正子
神戸大学医学部
附属病院副看護
部長

会員
5,000 円

非会員
16,000 円

Ⅲ～
Ⅳ・管理

1 1 -
34

自ら考え自ら行動す
る看護職を目指して

1 日
100 名 田辺 未定 未定

医療を取り巻く環境の
変化に伴う看護管理者
の役割を学ぶ。

・医療を取り巻く環境の変
化

・看護師の仕事とは
・自ら考え行動するために
・へこたれない看護職

未定

会員
5,000 円

非会員
16,000 円

Ⅲ～
Ⅳ・管理

1 1 -
226

《衛星通信》
看護管理者に役立つ
法律・制度・経営の
エッセンスと最新情
報

1.5 日
100 名

看護研修
センター

12 月 9 日（金）
13:30 ～ 16:30

（予定）
12 月 10 日（土）

9:30 ～ 16:30

10/3（月）～
10/17（月）

日本看護協会主催の衛星通信研修です。詳細は日本看護協会教育計画
をご参照ください。

会員
6,000 円

非会員
9,000 円

Ⅱ～Ⅳ

1 1 -
35

ファーストレベル
フォローアップ研修    

〔看護専門職論〕

2 日
50 名

看護研修
センター

7 月 26 日（火）
7 月 27 日（水）
9:30 ～ 16:30

5/2（月）～
5/16（月）

各募集要項参照※申込用紙の備考欄に、各受講希望
者の『ファーストレベル受講年度』を記載のこと。

任　和子
京都大学医学部
附属病院看護部
長

会員
10,000 円

非会員
30,000 円

管理

1 1 -
36

セカンドレベル公開
講座①
看護管理に必要な知
識体系

1 日
30 名

看護研修
センター

9 月 3 日（土）
9:30 ～ 16:30

7/1（金）～
7/15（金）

各募集要項参照ﾌｧｰｽﾄ未受講者でも受講可
※教育計画に、「申込用紙の備考欄に、各受講希望者
の『ファーストレベル受講年度』を記載のこと」と
書いておりますが、上記のように訂正いたします。

林　千冬
神戸市立看護大
学教授

会員
5,000 円

非会員
16,000 円

管理

1 1 -
37

セカンドレベル公開
講座②
看護経済論

1 日
30 名

看護研修
センター

9 月 9 日（金）
9:30 ～ 16:30

7/1（金）～
7/15（金）

青木菜穂子
兵庫医療大学看
護学部准教授

会員
5,000 円

非会員
16,000 円

管理

1 1 -
47

セカンドレベル公開
講座③
情報検索（文献検索）

1 日
30 名

9 月 24 日（土）
9:30 ～ 16:30

7/1（金）～
7/15（金）

石垣　恭子
兵庫県立大学大
学院応用情報科
学研究科教授

会員
5,000 円

非会員
16,000 円

管理

1 1 -
48

セカンドレベル公開
講座④
看護人的資源開発論

1 日
30 名

看護研修
センター

10 月 9 日（日）
9:30 ～ 16:30

8/1（月）～
8/17（水）

陣田　泰子
済生会横浜南部
病院病院長補佐

会員
5,000 円

非会員
16,000 円

管理

D. 認定看護管理者教育 申込用紙：別紙（募集要項で案内）

目的
和歌山県看護協会認定看護管理者制度教育課程は、多様なヘルスニーズを持つ個人、家族および地域住民に対して、質の高い組織的看護サービス
を提供することをめざし、一定の基準に基づいた看護管理者を育成する体制を整え、看護管理者の資質と看護の水準の維持および向上に寄与する
ことにより、保健医療福祉に貢献することを目的とする。

番号 11-01 11-02

テーマ ファーストレベル セカンドレベル

定員 40 名 30 名

研修
期間 平成 23 年 6 月～ 平成 23 年 9 月～ 12 月

受付
期間 4 月 11 日（月）17:00 必着 6 月 6 日（月）～ 7 月 1 日（金）17 時必着

主な
研修
内容

看護管理概説 / 看護専門職論 / ヘルスケア提供システム論 / 看護情報論 / 看護
サービス提供論 / グループマネジメント 医療経済論 / 看護組織論 / 人的資源活用論 / 情報テクノロジー
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受講
要件

1）日本の保健師 ･ 助産師 ･ 看護師のいずれかの免許を有すること 1）日本の保健師・助産師及び看護師のいずれかの免許を有すること

2）保健師・助産師・看護師および看護師のいずれかの免許を取得後、実務経
験が通算 5 年以上であるもの 2）実務経験が通算 5 年以上である者

3）管理的業務に関心があり、管理的業務に従事することを期待されているもの 3）以下のいずれかの用件を満たしていること

・ファーストレベルを修了した者。またはファーストレベルの教育課程修了と同等で
ある者

・看護部長もしくは看護部長に相当する任にある者で過去に合計 4 週間（20 日間）
以上の看護管理研修を受けている者

・副看護部長もしくは副看護部長に相当する職位に 1 年以上就いている者で過去に 4
週間（20 日間）以上の看護管理研修を受けている者

・看護系大学院において看護管理を専攻し博士前期課程を修了している者。ただし、
実務経験が通算 5 年以上あり、うち 3 年間は博士前期課程終了後の経験がある者

･ 管理経験が 3 年以上ある者で、看護系大学院において看護管理を専攻し修士号課
程を取得している者 ･ 管理経験が 3 年以上ある者で、大学院において管理に関連
する学問領域の修士号を取得している者

受講
料 会員 126,000 円、非会員 261,000 円 + 修了証明料等別途 日本看護協会会員 144,000 円、非会員 204,000 円 + 審査料等別途

申込
方法 別紙 別紙

E. 教育担当者の教育 《和歌山県受託研修》
目標
看護職者を育成するための能力開発を支援する
番号 研修会名 期間 / 定員 開催場所 開催期日 募集期間 ねらい 内容 講師名 受講料

1 1 -
03

新人看護職研修
責任者研修※ 1

5 日
50 名

ねらい : 新たな新人看護職員研修を着実に推進する。
目　的 : 研修責任者が新人看護職員研修の企画・運営等に必要な能力を習得し、研修実施病院等における適切な研修実

施体制を確保する。
5,000 円

（全 5 回）
※ 1 対象者 : 研修責任者または同等の役割を担うもの。また、その任にあたる予定のもの。

11
-03

（詳細）

①新人看護職員臨床
研修体制について
/ 新人看護職員臨
床研修体制の構築
と運営

公開講座

上記参照 看護研修
センター

5 月 18 日（水）
10:00 ～ 16:00

3/1（火）～
3/15（火）

ねらい・目的は
上記参照

新人看護職員臨床研修に関
する考え方や政策的動向 /
生涯学習、専門職業人とし
ての継続教育 / 新人看護職
員研修の概要 / 研修責任者
の役割 / 研修責任者、教育
担当者、実地指導者役割と
活動内容 / 新人を育てる組
織風土づくり / 指導体制に
おける研修責任者、教育担
当者、実地指導者の役割と
活動内容 / 運営に関わる体
制作りや整備 / 現場への周
知徹底の実際

森本　一美
市立岸和田市民
病院看護局長

上記参照

②新人看護職員臨床
研修の企画と評価

6 月 10 日（金）
10:00 ～ 16:00

基礎教育における臨床実践
能力の習得状況 / 成人学習
者の特徴と学習方法 / 看護
部理念と施設における新人
看護職員に求める能力の明
確化 / 新人看護職員臨床研
修の教育計画の立案 / 評価
方法と評価結果のフィード
バック

宮本千津子
（東京医療保健
大学医療保健学
部 看 護 学 科 教
授）

末永　由理
（同准教授）

③教育担当者への
支援

6 月 16 日（木）
10:00 ～ 16:00

教育担当者が感じる新人看
護職員指導上の問題とその
解決方法（講義と事例を通
した演習）

木村　眞子
和歌山県立医科
大学附属病院副
院長・看護部長

④実地指導者の育
成・支援

6 月 22 日（水）
10:00 ～ 16:00

実地指導者の育成について
/ 実地指導者の支援体制に
ついて / 実地指導者が感じ
る新人看護職員指導上の問
題とその解決方法

高岸　壽美
和歌山赤十字看
護専門学校副校
長

⑤新人看護職員臨床
研修に関わる看護
職員のメンタルサ
ポート

公開講座

6 月 23 日（木）
10:00 ～ 16:00

看護職員のストレスとメン
タルヘルス / 新人看護職員
と実地指導者への精神的支
援の実際

坂田　真穂
臨床心理士

1 1 -
04

新人看護職研修責任
者研修公開講座①
※ 2

1 日
50 名

看護研修
センター

5 月 18 日（水）
10:00 ～ 16:00

3/1（火）～
3/15（火） 上記参照 上記参照

森本　一美
市立岸和田市民
病院看護局長

3,000 円

1 1 -
05

新人看護職研修責任
者研修公開講座⑤
※ 2

1 日
50 名

看護研修
センター

6 月 23 日（木）
10:00 ～ 16:00

4/1（金）～
4/15（金） 上記参照 上記参照 坂田　真穂

臨床心理士 3,000 円

※ 2 対象者 : 看護管理者・教育・指導に携わるもの。
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申込用紙：別紙（募集要項で案内）

番号 研修会名 期間 / 定員 開催場所 開催期日 募集期間 ねらい 内容 講師名 受講料

1 1 -
13

和歌山県保健師助産
師看護師実習指導者
講習会

43 日
40 名

看護研修
センター

等

6 月 27 日（月）
～ 8 月 30 日（火） 詳細は別紙「募集要項 ｣ 参照

F. 訪問看護職員教育 《和歌山県受託研修》
目標
訪問看護におけるスキルアップを図る。
番号 研修会名 期間 / 定員 開催場所 開催期日 募集期間 目的 講師名 受講料

1 1 -
38

医療機関で働く看護
職の訪問看護研修

（3 日間）

3 日
20 名

看護研修
センター

9 月 21 日（水）
10:00 ～ 16:00

7/1（金）～
7/15（金）

在宅看護に関する知識を習得し、入院患者が適切に
在宅医療にうつるための環境の把握

浅田 美江
愛知県看護協会
認定看護師教育
課程主任教員

橋本眞由美
和歌山労災病院
摂食・嚥下障害
看護認定看護師 2,000 円

訪問看護
ステー
ション

9 月 28 日（水）
10:00 ～ 16:00

各実習施設
指導者

看護研修
センター

10 月 11 日（火）
10:00 ～ 16:00

灘井 京子
訪問看護ステー
ションなだい取
締役部長

1 1 -
39

訪問看護管理者研修
（2 日間）

2 日
20 名

看護研修
センター

8 月 2 日（火）
10:00 ～ 16:00

6/1（水）～
6/15（水）

訪問看護の提供を統轄する管理者の管理能力を高め、
訪問看護全体の看護の質向上を図る。

木村 眞子
和歌山県立医科
大学附属病院副
院長

2,000 円
地域連携

室
8 月 10 日（水）
10:00 ～ 16:00

各実習施設
指導者

看護研修
センター

8 月 24 日（水）
10:00 ～ 16:00

立石 容子
大阪市平野区医
師会訪問看護ス
テーション統括
管理者

G. 看護職員確保定着推進に関する教育 《和歌山県受託研修》
目標
看護職員の確保定着を図る。
番号 研修会名 期間 / 定員 開催場所 開催期日 募集期間 目的 講師名 受講料

1 1 -
40

新人看護職リフレッ
シュ研修

1 日
80 名

看護研修
センター

10 月 4 日（火）
10:00 ～ 16:00

8/1（月）～
8/17（水） 卒後 1 年目看護職の早期離職防止

坂田　真穂
（臨床心理士）

前田　直
（梅花女子短期
大学）

1,000 円

1 1 -
41

中堅看護職リフレッ
シュ研修

1 日
50 名 ビッグ愛 10 月 14 日（金）

10:00 ～ 16:00
8/1（月）～
8/17（水） 中堅看護職の離職防止

坂田　真穂
（臨床心理士）

前田　直
（梅花女子短期
大学）

1,000 円

1 1 -
42

中堅看護
職員実務
研修

（ 経 験 5
年 以 上 ）
3 日間×
3 回

救急看護 3 日
50 名

看護研修
センター

11 月 7 日（月）
～ 11 月 9 日（水）

9/1（木）～
9/15（木）

看護職員の専門性の向上及び医療事故の防止等、今
日的な課題への対応を図る。

芝田　里花
日本赤十字社和
歌 山 医 療 セ ン
ター救急看護認
定看護師

3,000 円

1 1 -
43 感染看護 3 日

50 名
看護研修
センター

12 月 5 日（月）
～ 12 月 7 日（水）

10/3（月）～
10/17（月）

柳瀬　安芸
和歌山県立医科
大学附属病院感
染管理認定看護
師

3,000 円

1 1 -
44

がん化学
療法看護

3 日
50 名

看護研修
センター

12 月 18 日（日）
～12月20日（火）

10/3（月）～
10/17（月）

岡地　美代
社会保険紀南病
院がん化学療法
看護認定看護師

3,000 円

1 1 -
45

潜在看護職復職支援
研修 未定 未定 未定 未定
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H. 看護研究学会 申込用紙：【和歌山県看護研究学会申込書】

目標
看護研究のレベルアップを支援する。
番号 研修会名 期間 / 定員 開催場所 開催期日 募集期間 詳細 参加費

1 1 -
46

和歌山県
看護研究学会

1 日
500 名

県立医科
大学講堂

平成 24 年
2 月 25 日（土） 別紙で案内

I. 日本看護協会出版会全国看護セミナー
番号 研修会名 期間 / 定員 開催場所 開催期日 募集期間 ねらい 内容 講師名 受講料

目からウロコの臨床
倫理への取り組み方

1 . 5 日
150 名

東急イン
3 階（和

歌山）

11 月 26 日（土）
13:00 ～ 16:0011
月 27 日（日）9:30

～ 15:00

日本看護協会出版会より案内があります。受講申込先は日本看護協会出版会になりますので、ご注意
ください。
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教科目 ねらい 時間
( 単位 ) 単　元 単元の到達目標 講　師 日　程

看護管理概説

看護管理の歴史的発展過
程を通して管理のあり方
を考察するとともに、管
理の原理・原則を理解し、
管理者としての役割を学
ぶ。

１５
（１）

１）新しい時代の看護の
課題

　看護管理とは

・看護管理の歴史的発展過程を学ぶ。
・看護管理の定義やプロセス機能を学ぶ。
・看護管理に必要な知識体系について学ぶ。 高岸　壽美

和歌山赤十字看護専門学校
副学校長

6 月 2 日 ( 木 ) 
　　3 日 ( 金 )

２）看護管理者の役割
・看護管理者の資質と能力の要素について明確

にする。
・リーダーの役割について学ぶ。

３）保健医療福祉動向
・保健医療福祉に関する最近の動向を知りその

意味を洞察し、看護管理への関連と影響を考
察する。

木村佐多子
和歌山県看護協会　会長

6 月 24 日 ( 金 )
9:30 ～ 12:30

看護専門職論

看護に関する制度や理論
をより深く学び、自己の
看護観を深め、専門職と
しての自立性を確立す
る。

３０
（２）

1）看護の定義と概念

・看護の定義や看護行為のよりどころとなる看
護業務基準について学ぶ。

・看護管理において、看護業務基準の果たす役
割について学ぶ。

岡部　惠子
埼玉医科大学保健医療学部
看護学科　　前教授

7 月 9 日 ( 土 ) 
　　10 日 ( 日 ) 

2）看護専門職論
・看護に関する制度や理論をより深く学び、看

護専門職としての発達について考察し看護管
理との関連について理解を深める。

任　和子
京都大学大学院医学研究科
人間健康科学系専攻
臨床看護学講座　教授

7 月 26 日 ( 火 ) 
　　 27 日 ( 水 ) 

3）看護専門職の機能と
活動

・社会の動向により拡大・変化する看護専門職
の機能と活動の範囲について理解を深める。

・拡大・変化する役割機能と活動を予測し看護
実践の改善へ適応する方法を学ぶ。

・看護の自律性と責務を看護管理を通じて明確
にする。

4）看護関連法規

・看護に関連する法律および諸制度の変遷・変
更及び新制度など社会変化の背景を敏感に捉
え、看護管理との関連で変化の意義や適応に
ついて追補的に理解を深める。

本藤みさき
社団法人日本看護協会
政策企画部

7 月 23 日 ( 土 ) 

ヘルスケア提供
システム論

看護管理過程を展開する
上での条件となる保健医
療福祉制度を理解する。

１５
（１）

１）組織の成り立ちと構
造

・組織に関する諸理論、諸説について理解する。
・看護管理過程に組織論を適用し、所属組織の

評価・改善の方策を試案する。

黒田美也子
和歌山県看護協会専務理事

6 月 24 日 ( 金 )
13:30 ～ 16:30

櫃本　真聿
愛媛大学医学部附属病院
医療福祉支援センター　
センター長

8 月 4 日 ( 木 )
　　5 日 ( 金 ) ２）ヘルスケアシステム

論
・保健医療福祉をとりまく環境の変化をヘルス

ケアシステムの視点で整理する。

看護サービス　
提供論

１．サービスの基本的概
念 を 理 解 し、 看 護
職として対象となる
人々の権利を尊重
し、安全を保証しな
がらより質の高い看
護サービスを提供す
るための方法につい
て学ぶ。

２．提供したサービスの
評価を行うための知
識・技術を習得する。

４５
（３）

１）看護サービス提供論
・サービスの基本的概念を理解し、患者・利用

者の視点から考えた看護サービス提供過程を
学ぶ。

林　千冬
神戸市看護大学教授

6 月 17 日 ( 金 )
6 月 18 日 ( 土 ) 

２）問題解決

・事実を客観的に捉え、論理的な思考で解決に
臨む概念化能力を養う。

増田　えみ
大阪警察病院副院長

9 月 27 日 ( 火 ) 
　　28 日 ( 水 )

・論理的な思考を持って、文章表現できる能力
を養う。

中川　徹
大阪学院大学情報学部
教授

6 月 8 日 ( 水 )
13:30 ～ 16:30
　　9 日 ( 木 ) 

３）看護サービスの質管
理

・提供した看護サービスの質を管理するための
知識・技術を習得する。

木村　眞子　　　　　　　
和歌山県立医科大学附属
病院　副院長・看護部長
　　

10 月 3 日 ( 月 ) 
　　17 日 ( 月 )

・リスクマネジメントのあり方を学ぶ。

グループ
マネジメント

１．組織の目的を達成す
るために必要となる
行動が取れるよう組
織集団の基本概念や
集団の力動的諸機能
を学ぶ。

２．チームリーダーとし
ての役割を自覚し、
柔軟に行動できるよ
う自己能力の拡大を
はかる。

３０
（２）

１）グループマネジメン
トの基礎理論

・集団の力動的諸機能を理解し、円滑な関係を
成立するための諸理論を学ぶ。

黒木　保博
同志社大学　社会学部教授

7 月 21 日 ( 木 )
7 月 22 日 ( 金 ) 

２）看護チームのマネジ
メント

・看護チームのリーダーとしての役割について
学ぶ。

村島さい子
福岡県立大学看護学部
前教授

9 月 5 日 ( 月 )
　　6 日 ( 火 ) 
　　7 日 ( 水 )３）チーム医療と連携 ・医療チームにおける看護の役割を理解し、連携・

協働のあり方について学ぶ。

看護情報論 情報の概念を理解し、看
護管理に活用できる。

１５
（１）

１）看護と情報
・看護における情報のとらえ方取扱方に関する

基礎としての情報の特徴とその倫理的な側面
について学習する。

向田良子
埼玉県看護協会会長 9 月 24 日 ( 土 ) 

２）看護サービスと情報
管理

・看護情報管理のシステム化に必要な知識につ
いて学ぶ。

・個人情報保護に関する法的・倫理的基盤につ
いて理解する。

末永由理
東京医療保健大学
医療保健学部看護学科
准教授

10月10日(月祝) 

３）看護実践に生かす情
報のあり方

・看護情報学の目的を踏まえ、患者ケアに役立ち、
看護の質改善に資する情報のあり方を学習す
る。

4) 看護実践に生かす情報
の表現方法 ・情報を他者に表現する方法について理解する。

中川徹
大阪学院大学情報学部
教授

6 月 8 日 ( 水 )
9:30 ～ 12:30

※　研修時間：9:30 ～ 16:30　〔但し、一部の研修日は除く〕　　
※　開講式：6 月 1 日 ( 水 )
※　閉講式：未定

平成 23 年度　認定看護管理者制度ファーストレベル教育課程
カリキュラム
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科目 ねらい 時間
（単位） 単元 単元到達目標 単元の内容 時間数 授業形態

（講義・演習） 講師名

１　

医
療
経
済
論

1. 医療経済の
構造、現状
について学
び、変革が
進む医療シ
ステムにつ
いて理解を
深める

30
（2）

1. 医療経済論 ・ヘルスケアシステムの経済性について学
ぶ

経営に関する一般的知識 / 物品管理と経済性 / 情報管理
と経済性 / 時間管理 3 講義 横沢　俊一

2. 医療経済論 ・保健・医療・福祉政策の現状と動向を学
ぶ

政策と政策決定に関する基本的な構造 / 看護政策・看護
関連法規と最近の課題 / 医療保険制度と医療行政 6 講義 岡谷　恵子

3. 看護経済論
・看護における経済性と看護マネジメント

について学ぶ・サービスとコストバラン
スを考える

看護経済と効率性・平等性・公平性 / 人事管理と経済性
/ 看護提供システムと医療経済 / 医療品質の管理とその
手法 / 看護市場（マーケティング）/ 効果的・効率的な
資源の活用

6 講義 青木菜穂子

4. 看護活動の
経済的評価

・看護活動の経済的評価ができる
・看護者が実践の中でコスト意識をも 

つことができるための指導の視点を 
学ぶ

所属部署の経済分析と評価 / 診療報酬制度と看護①我が
国における診療報酬の動向②診療報酬と看護政策③診療
報酬と看護の評価④診療報酬と看護管理の課題 / 在院日
数の短縮と病床管理 / 介護保険制度と看護管理に及ぼす
影響

6 講義 石田　昌宏

医療経済論演習 6 演習 青木菜穂子

看護管理実践計画書 3 演習

２　

看
護
組
織
論

1. 組 織 運 営
に関する諸
理論に基づ
き担当部署
の看護管理
過程を評価
し、質向上
のための方
策を見出す

2. 他職種、他
部門、他施
設地域等と
の協働・連
携について
学ぶ

3. 組織的看護
サービスの
質評価・改
善の方策に
ついて学ぶ

60
（4）

1. 看護管理に
必要な知識
体系

・組織の基本的概念について学ぶ
・ 看 護 管 理 に 必 要 な 基 礎 理 論 と 専 門 

職としての職務を明確にする

組織の基本概念 / 看護管理に必要な基礎理論と専門職と
しての責務 / システム理論 / 変化理論 / 役割理論 / 意思
決定理論

6 講義 林　千冬

2. 組織文化と
組織倫理

・意思決定プロセスと倫理的ジレンマ 
について理解する

・組織文化の概念とマネジメントへの 
影響について学ぶ

意思決定プロセスと看護管理者のジレンマ / 組織文化の
概念とマネジメントへの影響 6 講義 森田　孝子

3. 組織分析
（組織診断）

・ 組 織 の 行 動 と 機 能 性 の 評 価 方 法 に 
ついて理解する 組織の分析法 / 所属組織の評価方法 / 組織の経営戦略 6 講義 木村　眞子

4. 保健・医療・
福祉サービ
ス提供組織
の仕組み

・ 保 健・ 医 療・ 福 祉 サ ー ビ ス 提 供 組 織 
の 仕 組 み と 利 用 者 の ニ ー ズ に つ い 
て検討する

保健・医療・福祉サービス提供組織を規定する法律 / 専
門職チームによるヘルスケアシステムと課題 6 講義 小山　秀夫

5. ヘルスケア
サービスの
展望

・ 看 護 サ ー ビ ス の 質 保 証 に 対 す る 新 
しいシステムを、国内外から情報収 
集し、組織化の能力を発展させる

高齢者ケアサービス /NPO 活動 / 国際協力と組織化 / 看
護の起業 3 講義 佐藤美穂子

6. リスクマネ
ジメント

・ 看 護 管 理 者 が 組 織 的 に 問 題 解 決 
するリスクマネジメントの方略につ 
いて探求する

組織的リスクマネジメント 6 講義 種田憲一郎

7. 看護管理過程
と目標管理

・ 組 織 に お け る 目 標 と 目 標 管 理 過 程 
を 理 解 し、 目 標 管 理 に お け る 中 間 
管理者の役割を考察する

組織の目標と管理 / 目標管理とモティベーション 6 講義 伊藤　惠子

8. 看護管理研
究の活用

・ 我 が 国 の 看 護 管 理 及 び 看 護 政 策 
に 影 響 を 及 ぼ し た 様 々 な 研 究 に 焦 
点 を あ て て、 看 護 管 理 研 究 の 重 要 
性 と 政 策 に 影 響 を あ た え る 研 究 の 
あり方を学習する

・ 看 護 管 理 領 域 で 優 先 す べ き 研 究 は 
何 か、 ま た 看 護 管 理 に 活 用 で き る 
研究の手法等について学習する

研究を用いた変革の歴史 / 政策に影響をあたえる研究 /
看護管理研究に影響を及ぼした研究機関とその役割、活
動 / 看護管理に関する最新の動向 / 看護管理研究の優先
度 / 看護管理における研究開発部門、研究開発担当者の
役割

6 講義 任　和子

看護組織論演習 6 演習 木村　眞子

看護管理実践計画書 9 演習

３　

人
的
資
源
活
用
論

1. 組 織 の 理
念、経営目
標を達成す
るための中
心的要素で
ある人材の
確 保・ 育
成・活用等、
人的資源管
理に必要な
知 識・ 技
術・態度に
ついて学ぶ 
 
2. 看護職者
のキャリア
開発につい
て概念・理
論、具体的
方法につい
て学ぶ

60
（4）

1. 看護人的資
源開発論

・看護の人的資源開発
・支援に必要な基本的な概念・知識を理解

する
・ 看 護 の 人 材 開 発 の た め の シ ス テ ム 

を 理 解 し シ ス テ ム の 活 用 方 法 を 学 
ぶ

看護の人的資源開発支援に必要な基本的な概念・知識①
看護とキャリア②看護教育③看護キャリア開発論 / 看護
の人材開発のためのシステム活用①キャリア開発支援と
看護管理

6 講義 陣田　泰子

人的資源計画の基本的な考え方①保助看法②看護師等の
人材確保の促進に関する法律③労働法の概要 6 講義 楠本万里子

2. 賃金制度・
労務管理

・ 人 事・ 労 務 管 理 の 基 本 的 な 考 え 方 
を理解する

・ 人 的 資 源 を 有 効 に 活 用 す る た め に 
必要な知識を理解する

賃金制度 / 能力評価・目標管理 / 労務管理 6 講義 吉田　正敏

3. 看護人事・
人的資源活用

・ 人 的 資 源 育 成 の た め の 諸 シ ス テ ム 
について学ぶ

・ 人 的 資 源 活 用 の あ り 方 に つ い て 学 
ぶ

看護人事 / 募集と採用 / 配置転換 / 看護と人事考課 / 人
的資源の活用①組織と知的財産②スペシャリストの支援
/ 継続教育 / 施設内教育・施設外教育

9 講義 松浦　正子

4. 動機づけ
・ 人 的 資 源 開 発 に 必 要 な 動 機 づ け 理 

論 に つ い て 学 習 し、 そ の 活 用 に つ 
いて理解を深める

動機づけ理論 / フィードバック / インセンティブシステ
ム 6 講義 中　友美

5. ストレスマ
ネジメント・
タイムマネ 
ジメント

・ストレスマネジメント
・タイムマネジメントについての知識を理

解する
ストレスマネジメント / 面接技法 / タイムマネジメント 3 講義 武用　百子

人的資源活用論演習 12 演習 松浦　正子

看護管理実践計画書 12 演習

平成 23 年度　認定看護管理者制度セカンドレベル教育課程
カリキュラム
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科目 ねらい 時間
（単位） 単元 単元到達目標 単元の内容 時間数 授業形態

（講義・演習） 講師名

４　

情
報
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

1. 情報テクノ
ロジーの保
健・医療・
福祉への導
入・活用の
現状を分析 
し将来を展
望できる

30
（2）

1. 看護管理を
支援する情
報技術

・ 看 護 管 理 を 行 う た め に 必 要 な 情 報 
とそのシステム化を進める方法を学 
習する

看護管理に資する情報システムの構築 3 講義 石垣　恭子

人的資源管理と情報管理 / 看護サービス変換のための情
報活用とマネジメント / 診療群分類別包括評価、看護必
要度、電子カルテ

6 講義 渡邊千登世

2. 根拠に基づ
く看護実践 

（EBN）の
考え方

・ 研 究 活 動 や 研 究 成 果 の 活 用 に 関 
する管理者の役割を学習する

研究の成果の活用と普及 / 根拠に基づく看護実践（EBN）
とは 6 講義 秋山　智弥

3. 情報検索 ・ 必 要 な 情 報 の 検 索 と 収 集 の 方 法 
について学ぶ 情報検索と収集 3 講義 石垣　恭子

情報テクノロジー演習 9 演習 石垣　恭子

看護管理実践計画書 3 演習


